
モデル調査実施対象団体の概要 （１）

計画名称 安曇野市水環境基本計画・同行動計画

協議会等名称 安曇野市水資源対策協議会

対象地域 水系：犀川、高瀬川、穂高川の合流部
流域：松本盆地

対象地域

現在の状況 今後の取組

• 「安曇野市地下水資源強化・活用指針（H24.8）」で示した方向性を具
体化するための道筋を示し、取組の全体像を整理する必要から「安
曇野市水環境基本計画（マスタープラン）・同行動計画（アクションプ
ラン）」を策定（H29.3）。

• 本計画全体目標の「水（地下水）収支バランス」の改善のため「水資
源の保全・強化・活用」と「施策の実現に向けた環境づくり」の２つの
視点から施策を実施。

• 今後は、地下水の涵養、保全に関する資金調達に関して検討を進め
ていく。今年度、専門部会を立ち上げ、基本検討を開始し、来年度か
ら本格検討。3年間かけて一定の方向性を検討していく予定。

• 今年度の主な取組は以下を想定。

協議会の開催（年3回程度開催予定）
資金調達専門部会の設置・開催（年2回程度開催予定）
「新たな地下水涵養、再利用、節水手法及び施策の実現に向けた
環境づくり（資金調達・合意形成）」の調査・研究体制の構築・内容
の検討
家庭用井戸の水質検査費補助金制度の創設・運用予定
サポーター制度（市民協力による家庭用井戸の水位調査及び水質
調査結果の提供）の創設・実施予定
災害用井戸指定制度（仮称）の創設検討
アルプス地域地下水保全対策協議会（松本盆地）との連携

安曇野市水資源対策協議会の様子本計画の運用・管理に向けた組織体系
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